
別紙　エックス線装置届の様式及び記入要領
１　様式
エックス線装置届（設置・変更・廃止）
	省庁名・機関名・所在地
	連絡先電話　　　　(　　　 )

	使用の目的
	

	使用開始（廃止）年月日
	年　　  月　　  日

	使用予定日数等
	 １箇月当たり　　 日　 １日当たり　　 時間

	エ
ッ
ク
ス
線装置
	種類
	

	
	型式
	

	
	性能
	管電圧
	 最高使用値　　　　　 通常使用値

	
	
	管電流
	 最高使用値　　  　　 通常使用値

	附属装置
	

	エックス線装置室
	警報装置の種類及び概要
	

	
	標識の概要
	

	
	室の出入口
	 人が通常出入りする出入口　　　　　　 箇所

	管理区域
	管理区域の有無
	

	
	境界に設けている柵等の概要
	

	
	標識の取付け場所
	

	放射線測定器の種類及び型式
	

	検査結果の概要
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　安全管理者　職名・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
２　記入要領
⑴　「設置・変更・廃止」の部分は、該当する事項を○印で囲むこと。
⑵　廃止の届出を行う場合には「省庁名・機関名・所在地」、「使用開始（廃止）
年月日」、「種類」及び「型式」の欄のみ記入すること。
⑶　「省庁名・機関名・所在地」の欄の機関名及び所在地については、人事院規則
１０―４（職員の保健及び安全保持）第６条第１項の安全管理者を指名すべき組
織の名称及びその所在地を記入すること。
⑷　「使用の目的」の欄には、主たる使用の目的を記入すること。
⑸　「使用開始（廃止）年月日」の欄には、次の場合に応じ、それぞれ次に掲げる
日を記入すること。
ア　設置の場合　エックス線装置を初めて使用することとなった日
イ　変更の場合　エックス線装置を変更した後、初めて使用することとなった日
ウ　廃止の場合　エックス線装置を廃止した日
⑹　「種類」の欄には、エックス線回折装置、蛍光エックス線分析装置等当該エックス線装置の種類を記入すること。
⑺　「型式」の欄には、当該エックス線装置の製造業者が使用している型式及び当
該製造業者名を記入すること。
⑻　「性能」の欄には、それぞれ次の要領で記入すること。
ア　管電圧　最高使用値には定格管電圧の値を記入し、通常使用値には最も多く
使用することとなる管電圧の値を記入すること。
イ　管電流　最高使用値には定格管電流の値を記入し、通常使用値には最も多く
使用することとなる管電流の値を記入すること。
⑼　「附属装置」の欄には、エックス線装置本体以外のもので当該エックス線装置
に付設された装置の名称を記入すること。
⑽　「放射線測定器の種類及び型式」の欄には、漏えい放射線の有無の検査に用いる放射線測定器の種類及び型式を記入すること。
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